





COE プログラムに採択され、「人類文化研究のための非文字資料の体系化」（2003 ～ 2007 年度）の
拠点となり、その後、事業は同研究所に付置された非文字資料研究センターに引き継がれていま
す。さらに、2009 年度には国際常民文化研究機構として文部科学省から共同研究拠点に認定さ










にしました。その結果、上記の 5 研究分野に応じ下記の 8 課題、
　　 1 ­ 1　漁場利用の比較研究　（研究代表者　田和 正孝）　
　　 1 ­ 2　日本列島周辺海域における水産史に関する総合的研究　（研究代表者　伊藤 康宏）
　　 1 ­ 3　環太平洋海域における伝統的造船技術の比較研究　（研究代表者　後藤 明）
　　 2 ­ 1　民具の名称に関する基礎的研究　（研究代表者　神野 善治）





に所属する最適任者が選任されましたが、4 と 5 は、日本常民文化研究所が所蔵する資料を直接扱
い、諸権利関係も存在するため神奈川大学の教員が任じることになりました。
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